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1　は　じ　め　に

水稲栽培においては，加里は肥料のみならず堆肥やイナ
ワラなどから供給される。しかし，加里は，いわゆる贅沢
吸収をされ，過剰障害がでにくいなどから稲体の適正濃度
や吸収量が明らかとなっていない。そこで交換性加里分量
が低い岩手農試黒ボク土水田での加里の用量試験結果から
低温年（1993年，以下∴93とする）と高温年（1994年，以
下∵94とする）の加里吸収と生育の特徴について報告する。

2　試　験　方　法

（1）試験場所　岩手農試本場（滝沢村）
（2）供試土壌　表層腐植質多湿果ポク土　高梨統（交換

性加里含量　6mg／100g）
（3）供試品種　あきたこまち
（4）試験区の構成（表1，2）

表11993年の試験区の構成　（施肥量k／a）

K 基肥加 幼 穂 形成 期 追肥
備　　　 考区　 名　 追 里塩加 N K　　 硫安

肥 K 20 N　 K 20　 N
K C 1－5　 0 0 ．5 0 ．2　 0．2　 － 施肥星（靴 一分けつ朋一助穂形成期）
K C 卜 8　 0 0 ．8 0 ．2　 0．2　 － ＼：1．0＋0．2＋0．2，P20 5：1．5

K C ト 12 （⊃ 1．2 0 ．2　 0．2　 － 供試 肥 料

基 肥 ：硫 安 J垂過 ，塩加K C 1－5　 × 0 ．5 一　　 一　 0 ．2
K C 卜 8　 × 0 ．8 一　　 一　 0 ．2 追 肥 ：硫 安 （－60 ，－25）

K C l◆12　 × 1．2 一　　 一　 0 ．2 N K （－25）

蓑2　1994年の試験区の構成　（施肥量k／a）

区　 名

基 肥 加里

靴 掴 けい軌 里

K 20 K 20

備　　　　　 考

K C 1－ 8 0 ．8　　 － 施 肥 量 （基肥＋分けつ期 ＋幼稜形成期）

K C 1－12 1．2　　 － N ：1．0 ＋0 ．2 ＋0 ．2，P 20 5 ：1．5

K C l＋S iK 1．2　　 0 ．8 供 試 肥 料

SiK －80 ％ 0 ．24　 0 ．96 基 肥 ：硫安，苦土リン安，塩れ ケイ酸加里

SiK －50％ 0 ．6　 0 ．6 追 肥 ：硫 安 （－60．－25）

and）

数が若干多い傾向が認められた（表3）。
乾物垂は初中期では差が認められないが出穂期以降基肥

加里が多いほど大きかった。また成熟期には硫安追肥区よ
りNK追肥区の乾物が優った（表4）。

2）稲体の加里濃度は，加里の基肥施用員が多いほど
生育初期に高く経過していたが，出穂期にはほとんど差は
見られなくなっていた（図1）。なお，加里の追肥効果を
硫安追肥とNK化成追肥の差で推定すると，出穂期の加里
濃度はNK追肥の方がやや高い傾向が見られた（表4・図
2）。また，稲体の加里吸収量は乾物生産量が少なかった
ため’94より低かったが，出穂期から成熟期にかけての吸
収量の低下は’94より少なかった（図3）。

3）玄米収量は，加里の基肥施用量が多いほど，また，
NK追肥の方が多かった。収量構成要素には処理による大
きな差は認められなかったが，特に1．7m収量と1．9mm収益
の比は加里基肥量の最小区及び加里無追肥区において大き
くなっていた（表5）。これは，これらの区で小粒の割合

表3　生育調査（’93）

区名 是 草　 丈 （CⅡl） 茎 数 （本 ／ポ ） 出穂期 成 熟 期

机 5　6／25　7ノ22 6／15 6ノ2 5 7ノ2 2 （月日）帝的 ）紘長（□）鰍 本亜

K C卜 5 0 23 ．5 3 1．1 4 8 ．9 23 7　44 0　67 4 8／23 6 1 ．3 16 ．0　4 58
K C 1－8 0 22 ．8 32 ．4 4 9 ．9 24 2　45 8　65 2 8／2 3 6 3 ．8 16 ．4　 470

K C 1－12 0 23 ．4 3 1 ．7 4 9 ．1 23 7　42 9　63 2 8／2 2 64 ．1 16 ．8　 47 2

K C 1－5　× 23 ．9 33 ．7 5 1．0 2 26　40 4　60 9 8／2 3 64 ．7 16 ．4　 45 5

K C 卜 島　× 23 ．4 33 ．0 49 ．9 2 54　46 2　6 25 8／2 3 64 ．9 16 ．5　 45 5

K C 1－12 × 24 ．1 33 ．8 5 1 ．6 3 08　48 2　66 5 8／2 2 64 ．8 16 ．1 464

裏4　乾物重の推移（’93）（g／d）

区名 嘉 月　 日 出　 穂　 期 成　 熟　 期

6／15 6ノ25 7／16 茎彙　 穂　 全体 茎糞　 穂　 全体
KC1－5 0 17　 58　287 670　 101　 77 1 879　 441 1，320
KC卜8 0 14　 61 302 7 15　　 99　 8 14 904　 463 1．367
KCH 2 0 14　 61 299 737　 113　 850 897　 487 1．384
KC1－5　× 7 14　 102　 8 16 835　 412 1，247
KC卜8　× 737　 111　 848 846　 447 1，293

KC卜12 × 769　 105　 8 74 8 17　 501 1．3 18

（5）耕種概要
1）育苗様式　中西（乾籾100g／箱）
2）移植日　　5／19（’93），5／17ぐ94）
3）有機物施用皇　牛糞稲わらきゅう肥150kg／a
4）刈取日　10／12（’93），9／20ぐ94）
5）栽植密度　29．5×14．2cm　24．0㈱／ポぐ93）

29．9×14．2皿　23．6株／d（’94）

3　試験結果及び考察

（1）’93の特徴について
1）生育初期から低温少照で推移したため生育は不良

となった。特に7月以降の極端な低温により，不稔籾が多
発し，玄米収量が平年の半分以下となった。水稲の生育は，
加里基肥が多いほど，また加里追肥を行った方が茎数や穂
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図2　出穂期部位別加里濃度（■93）

蓑5　収量及び収量構成要素ぐ93）

　 K
区名 追

1．9 mm
鮎 糎 同左此

（A）
（b／a） （％）

1．7 mm
桔玄米垂同左比

（8）
（k／a） 摘）

A／B 躇数 一朗 農 相数 貌 始 稚 垂婁

肥
（％） （本） （粒） （千担） （％） （）

KC卜5 0 19 ．3　 84 2 7 ．9　 9 3 69 4 5 8 6 3 ．1 2 8 ．9 4 6 ．5 20 ．3
KCi－8 0 2 2 ．6　 98 2 9 ．1　 9 7 78 4 7 0 6 5 ．9 3 0 ．9 4 8 ．0 2 0 ．0
KCl－12 0 2 3 ．1 1 00 3 0 ．1 10 0 77 4 7 2 6 7 ．5 3 1．8 4 8 6 2 0 1
KC1－5　× 19 ．0　 8 2 2 9 ．5　 98 6 4 4 5 5 6 6 ．4 3 0 ．2 4 7 ．5 2 0 ．5
KC卜8　× 20．1 8 7 2 7．3　 9 1 7 4 4 5 5 6 8 ．6 3 1．2 4 9 9 19 8
KC卜12 × 18．5　 8 0 2 7．3　 9 1 6 8 4 64 7 4 ．4 3 4 ．5 4 5 ．8 2 0 ．4

＊：千校重は1．9mのもの

表6　生育調査（’94）

区　 名
草 丈 （Ⅷ ） 茎数（本／d ） 出穂 斯 成　 熟　 期
6／2 7 7／15 6／2 7 7／15 （月日） 拝島（皿） 鮎 （皿）鰍 本肋

K C 1－ 8 3 4 ．3　5 9．4 4 4 4　 56 4 8／ 2 8 1．8 18 ．4　 4 9 1
K C 1－12 3 4 ．0　5 8．7 5 0 6　 6 16 8／ 2 8 1．8 18 ．3　 4 99
K C l＋S iK 3 4 ．1 5 7．9 5 6 8　 7 0 8 8／ 3 8 1．9　 18 ．3　 5 10
S iK －80％ 3 4 ．3　58 ．9 5 5 4　 7 14 8／ 3 8 1．7 18 ．6　 5 22
S iK －50％ 3 3．9　58 ．7 4 6 6　 6 4 5 8 ／ 4 8 1．8 18 ．4　 4 9 6

表7　乾物重の推移（’94）

机 5 6ノ27 m 5
出　 穂　 期 成　 熟　 期

茎 垂　 稜　 全 体 茎 葉　 穂　 全 体
K C 1－8 29　 70　292 781 183　 965 692　 848 1 540
K C 1－12 29　 80　298 838 189 1，027 749　 866 1 6 15
K C l＋SiK 25　 71 303 872 185 1，058 756　 895 1 65 1
SiK 80％ 20　 63　268 8 29 169　 997 73 1 939 1 669
SiK 50％ 23　 67　287 794 148　　 942 724　 8 77 1．602

表8　収量及び収量構成要素（■94）

区 名

1 ．9Ⅶ
轄玄相 同左比
（A）

（k／10a）（％）

1．7Ⅷ皿
轄玄捕 同左此

（B）
仮／10a）（％）

A／8 躇 数 一紡 致　 取 捌 鉛 稚 垂l

（％） （本） （拉） （稚 ） （％） （g）

XC卜8 5 7 ．8　 95 6 3 ．6　 9 6 9 1 4 9 1 7 1 ．4　3 5 ．1 8 9 ．9　2 2 8
KCH 2 6 1．1 10 0 66 ．4 10 0 9 2 4 9 9　 7 5．3　3 7 ．6 9 2．3　2 3 1
用 †SiK 5 9．7　 9 8 66 ．5 10 0 9 0 5 10　 7 4．0 3 7 ．8 8 8．4　2 2 ．9
SiK椚 5 6．9　 9 3 6 3 ．4　 9 5 9 0 5 2 2　 7 1．2　3 7 ．2　8 7．6 2 2 ．9
SiK鵬 5 5．9　 9 1 6 3 ．2　 9 5 8 8 4 9 6　 74 ．8 3 7 ．1 8 6 ．1 2 2 ．7

＊：千粒垂は1．9mm

が大きくなっていることを示している。加里の生理的役割
のひとつとして光合成産物の転流の作用への関与が指摘さ
れており，基肥加里の増及び追肥は不稔歩合の軽減には関
与しなかったが，粒の肥大に何らかの影響を与えたものと
考えられた。

（2）’94の特徴について

1）初期から高温多照な気象条件に恵まれ，全体に生
育は良好であった。加里基肥レベルが高い区で茎数，穂数
が多く，乾物重も高い傾向が見られた（表6・表7）。

6／15　　　6ノ25　　7／16　　川欄期　成熱朋

●KCト5●KC18▲KCト】2

ロKC卜80KC卜8AKC卜12

K追肥あり：●．◆．▲

K追肥なし＝口．◇．△

図3　稲体加里吸収量の推移（’93）
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図4　稲体加里濃度の推移ぐ94）
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図5　稲体加里吸収量の推移ぐ94）

2）稲体の加里濃度は，6／15と成熟期は，93と同程
度であったが，6／27～出穂期の間は，93よりやや高めに
経過した（図4）。稲体の加里吸収量は，各区とも出穂期
に最大となり，成熟期にかけて低下した（図5）。また加
里吸収量は出穂・成熟期とも割巴加望最低区が最低だった。

3）玄米収量は，塩化加里を多く施用した区で優った。
しかし，けい酸加里を上乗せ及び代替した場合はKCL12
区に比べやや劣る傾向が見られた（表8）。，94はd籾数が
多く，登熟歩合の低下が直接影響を及ぼしたと考えられ，
加里の効果は判然としなかった。

4　ま　と　め

以上2ヶ年での比較では，水稲の加里濃度や吸収量の推
移は気象条件によって傾向に差があり．生育初期と成熟期
の加里濃度はほぼ同程度で，生育中期にのみ異なることが
認められた。収量については低温年は転流への関与が示唆
されたが，高温年は判然としなかった。そこで生育や収量
に対する影響は，今後さらに検討を要する。
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